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ご進級・ご入学おめでとうございます！ 

４月８日(水)に着任式・始業式を行い、９日(木)には、入学式で

新１年生１３名を迎え、全校児童８０名で令和８年度庄内小学校が

スタートしました。 

始業式・入学式では、こどもたちに大切にしてほしいこととして、 

 

自分も大事、そしてとなりのあの子も大事 

 

ということを伝えました。 

  鈴鹿市では「非認知能力の育成」を柱に教育を進めています。これは、学力向上の基盤として、

「自己肯定感」の育成を重視しているからです。こどもたちには、まずは「ありのままの自分」を好き

でいてほしいと願っています。そして同じように「ありのままの他者」を受け入れてほしいと願ってい

ます。この「ありのままを受け入れる」輪が、自分から家族・仲間・地域へとつながり、この庄内小学

校を盛り上げる礎になることを強く願っています。 

 令和８年度も、引き続きご理解ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

☆令和８年度の本校教職員及び学校関係者を紹介します☆ 
校  長 内田 匡司 事  務 秋本 伊久子 日本語指導 馬場 ひろみ 

教  頭 貞光 祐子 労  務 藤田 香保里 図書館巡回指導員 龍華 麻理恵 

１  年 加田 敦子 非常勤 加藤 稔明 ICT支援員 山﨑 紗智子 

２  年 乾 竜弥 非常勤 水谷 つね子 学校医 花木 雅生 

３  年 福山 絢菜 非常勤 水野 奈緒美 学校医（眼科） 堀澤 信喜 

４  年 前川 のはら 介助員 杉山 美幸 学校医（耳鼻科） 徳力 雅治 

５  年 舘 祥太 介助員 横山 禎子 学校歯科医 伊東 信介 

６  年 櫻井 由美子 支援員 水野 薫 学校薬剤師 山田 菜未 

ゆりのき1 谷口 哲也 ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 打田 和代 学運協委員長 古市 素朗 

ゆりのき2 田中 礼子 A L T 伊藤 祥子 地域 CO 髙見 もと 

専  科 志村 智子 栄養教諭 前田 美代子 PTA会長（予定者） 市川 賢司 

養  護 沖山 紗菜 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 北川 薫 PTA副会長（予定者） 白木 竜太 

※小林麻里子教諭・兵藤南教諭は、産・育休をとらせていただきます。 

令和 8年度もどうぞよろしくお願いします。  
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☆令和８年度 主な行事予定☆ ※変更する場合があります。ご了承ください。 

 

【１学期】 
４月２４日（金） 授業参観・学級懇談会・ＰＴＡ総会・引き渡し訓練 

５月 １日（金） 遠足（予備日：５月８日（金）） 

５月１１日（月）１２日（火）１４日（木）１５日（金） 家庭訪問 

６月 １日（月） 交通安全教室     ７月１５日（水） 給食終了 

７月１７日（金） １学期終業式     ８月２０日（木） 登校日 

【２学期】 
 ９月 １日（火） ２学期始業式     ９月 ３日（木） 給食開始 

9月 30日（水）10月 1日（木）修学旅行  １０月２４日（土） 運動会（雨天順延） 

１１月 ４日（水） 就学時健康診断   １１月２０日（金） 庄内祭 

１２月 １日（火） マラソン記録会   １２月２１日（月） 給食終了      

１２月２３日（水） ２学期終業式 

【３学期】 
 １月 ８日（金） ３学期始業式     １月１３日（水） 給食開始 

１月２７日（水） 授業参観（５限目）  ２月 ３日（水） 新入児入学説明会    

２月 ４日（木） 学校保健委員会    ２月１８日（木） ６年生を送る会     

３月１１日（木） 防災学習の日（避難訓練） ３月２５日（木） 修了式 

※日程が未定の行事やそのほかの行事につきましても、随時お伝えしていきます 

校長室からのつぶやき ～「あたりまえ」の裏側にある、こどもたちへの願い～ 

 新学期、こどもたち一人ひとりに渡される新品の教科書。きれいな表紙に初めての折り目をつ

けながら、これから始まる新しい学びへの期待に胸を膨らませていることかと思います。 

 現在わが国では、義務教育に通うすべてのこどもたちに、教科書が「無償」で給与されていま

すが、これが「あたりまえ」になったのは、実はそれほど遠い昔のことではありません。 

 

〇始まりは、ある保護者の切実な願いから 

 教科書の無償化に向けた動きは、昭和 30年代、高知県のある地域の保護者たちが声を上げたこ

とから始まりました。 

「貧しくて教科書が買えないから、こどもが学校に行けない、勉強をあきらめなきゃいけない、

こんなことがあってはならない」 

 この切実な願いが「教科書無償化運動」となり、やがて国を動かしました。日本国憲法第 26条

が掲げる「義務教育は、これを無償とする」という理念が、名実ともに形になった瞬間でした。 

 

〇教育は「自分らしく生きる権利」 

 教科書が無償で給与（貸与ではないことに大きな意義があります）されるということは、単純

なお金の話にとどまりません。それは、「どんな環境にあっても、すべてのこどもたちに等しく学

び自分らしく生きる権利がある」という、こどもたちの権利の保障そのものなのです。 

 

〇「大切にされている」という実感から「学び」へ 

 学校は、こどもたちが「自分は社会から大切にされている存在なんだ」と実感できる場所であ

りたいと考えています。無償で給与される教科書一冊にも、先人たちの「こどもたちの未来を守

りたい」という強い願いが込められています。 

 ご家庭でもお子さんと一緒に、持ち帰った教科書を手に取りながら、国の「教科書無償給与制

度」について、その意義に思いを巡らせていただけましたら幸いです。 


